
６/９近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
3５クール日報（６月8日～６月14日）
	報告日
天気
	６月９日（月）くもり
気温：（1８～２４℃）
	報告者
	大阪府社協　難波　志保
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【34】松井（滋賀県・大津市）、仲川（京都府・舞鶴市）、若本（京都府・城陽市）、西岡（大阪府）、末滿（大阪府・河内長野市）、宮田（大阪市・鶴見区）、伊地知（大阪府・堺市）、岡地（兵庫県）、江口（兵庫県・三木市）、近藤（兵庫県・丹波篠山市）、黒田（奈良県）、坂口（和歌山県・上富田町）
【35】東出（滋賀県・守山市）、吉岡（京都府・長岡京市）、長谷川（兵庫県）、久保（京都市・伏見区）、難波（大阪府）、中山（大阪市・西区）、山口（堺市）、武野（兵庫県・丹波市）、石原（兵庫県・宝塚市）、糸井（神戸市・北区）、沢田（奈良県・大和郡山市）、神田（和歌山県・湯浅町）

	役割分担
	【34】運営支援（仲川）、マッチング（西岡・若本・松井）、車両マッチング（坂口・宮田）、Ｖ受付・資材（黒田）、現地調査（岡地・江口・伊地知）、分別管理（近藤・末滿）
【35】運営支援（難波）、マッチング（吉岡、中山、山口、石原）、車両マッチング（糸井・東出・沢田）、Ｖ受付・資材（神田）、ニーズ受付/現地調査（長谷川）、分別管理（武野・久保）

	
	7:15 宿舎出発
8:00 センター着・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
     現地調査開始
10:30 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00本部で活動者報告受付（順次対応）
16:00 全班活動終了
17:25 終礼・翌日準備
18:40 センター出発 
20:30 宿舎到着
20:45 業務終了
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾市美術館駐車場～6月13日延長

和倉集積所稼働

リサイクルセンター休み

	報告事項

	●新規受付：　３件
　現地調査：一般７件、技術0件、計３件（マッチング５件、キャンセル１件、即対応１件）
●マッチング担当
・上記の状況のとおり。
●現地調査担当
・VCO１名、丸亀市１名、近ブロ４名　計６名体制
●Ｖ受入れ：県Ｖバス０名（現地集合型）４０名、団体：（株）トヤマ、姫路市社協＝９７名、運転Ｖ２名＝計１３９名
　完了13件、継続3件、キャンセル1件、再調整　　計17件　残ニーズ数383件（一般356）

	今後の主な予定
	●6月1日から7月31日まで和倉集積所のみの稼働（受入可能日火・木・土・日）。災害廃棄物の搬入に際しては、罹災証明等の原本書類提示が必須。一方で、月～金、土（AM）は、リサイクルセンターへの搬入が可能であり、仮仮置場から搬出を行っている。
●現在の仮仮置き場である七尾市美術館については6月１３日までとなっており、６月１４日～17日までは中島地区コミュニティセンター、６月18日～21日までは田鶴浜コミュニティセンターとなっている。4日ごとに移動することとなっており、かなり運営が難しい状況となっている（仮仮特化日を設けるなども検討必要か）。また、ブロックを大量に搬出する案件が随時入ってくるためそこも考えてゆとりをもったマッチングを行う必要がある。基本的に中島地区コミセンを仮仮置場として利用する期間は、周辺のニーズを重点的にマッチングし集中支援していくこととなる。

	調整課題
・所感等
	●新規ニーズの受付を終了しており、かつ現地調査件数が少なくなっているため、35クールから「ニーズ受付」と「現地調査班」の統合が行われ、「マッチング」、「オリ・車両マッチング」に厚く配置されるようになった。（丸亀市職員３名：「現地調査」→「V受付・資材」「分別管理）「送迎」にそれぞれ配置）
●リサイクルセンターにはICカードが必要なため、使用・管理については、十分注意を払う。また使用管理簿（貸出時間と氏名、返却時間と氏名など）を記入している。
●仮仮置場にブロックを２tトラックで山積みでくるが、車に乗っているボランティアの人数が少ないのでおろす作業に時間がかかる。あきらかにブロックしか載っていないことがわかり、トラック数台分などの場合、直接仮置場に持って行ってもらえるようなオペレーションにできないか（罹災証明・車・運転手　固定で運用しているものを再検討要になる）との課題提起あり。
●Vで半袖半ズボンの人がいたり、避難所の写真をとるなど注意する必要のある方がいたので、オリエンテーションなどで注意喚起をしてほしいとのこと。
●２３日までボラバス・ボラワゴンを呼び掛けているが、Vの人数だけでなく、車両が何台で運転手をしてもらえるかなどもあわせて確認してもらえるとマッチングがしやすくなると、七尾市社協へ協力依頼し、検討いたくことになった。



